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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器を遠隔制御する遠隔制御装置であって、
　ジェスチャーパターンを読み取る入力手段と、
　前記ジェスチャーパターンの情報の送信及びコマンドを送受信する送受信手段と、
　前記電子機器において実行される所定のアプリケーションの起動の入力に基づいて、前
記入力手段を起動し、前記アプリケーション起動時における動作モードの指定を要求する
コマンドを送信し、前記動作モードを指定するコマンドの受信に基づいて前記動作モード
を設定する制御手段と、
　を有し、
　前記制御手段は、前記入力手段におけるタッチオンからタッチオフまでの入力を前記送
受信手段を介して送信する第１のモード、前記第１の入力手段におけるタッチオンから一
定の連続時間の入力を前記送受信手段を介して送信する第２のモードのいずれかを前記動
作モードとして設定することを特徴とする遠隔制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１のモード、前記第２のモード、前記入力手段における入力を
前記送受信手段を介して送信しない第３のモードのいずれかを前記動作モードとして設定
することを特徴とする請求項１記載の遠隔制御装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記動作モードを指定するコマンドに基づいて前記動作モードをアク
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ティブ状態に継続する継続時間を設定することを特徴とする請求項１記載の遠隔制御装置
。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記動作モードを指定するコマンドに基づいて、第１のアプリケーシ
ョンと第２のアプリケーションで異なる継続時間を設定することを特徴とする請求項２記
載の遠隔制御装置。
【請求項５】
　アプリケーション起動時における動作モードの指定を要求するコマンドを受信する受信
手段と、
　前記アプリケーションの表示画面情報を出力する制御手段と、
　前記動作モードの指定を要求するコマンドに基づいて前記アプリケーション起動時にお
ける前記動作モードを第１のモード、第２のモードのいずれかに指定するコマンドを送信
する送信手段と、
　を有し、
　前記第１のモードは、ジェスチャーパターンを読み取る入力手段におけるタッチオンか
らタッチオフまでの入力を送信するモードであり、
　前記第２のモードは、前記入力手段におけるタッチオンから一定の連続時間の入力を送
信するモードであることを特徴とする放送受信装置。
【請求項６】
　前記送信手段は、前記動作モードの指定を要求するコマンドに基づいて前記第１のモー
ド、前記第２のモード、第３のモードのいずれかに指定するコマンドを送信し、
　前記第３のモードは、前記入力手段における入力を送信しないモードであることを特徴
とする請求項５記載の放送受信装置。
【請求項７】
　電子機器を遠隔制御する遠隔制御装置のモード設定方法であって、
　前記電子機器において実行される所定のアプリケーションの起動の入力に基づいて、ジ
ェスチャーパターンを読み取る入力手段を起動し、
　前記アプリケーション起動時における動作モードの指定を要求するコマンドを送信し、
　前記動作モードを指定するコマンドを受信し、
　前記動作モードを指定するコマンドの受信に基づいて、前記入力手段におけるタッチオ
ンからタッチオフまでの入力を送信する第１のモード、前記第１の入力手段におけるタッ
チオンから一定の連続時間の入力を前記送受信手段を介して送信する第２のモードのいず
れかを前記動作モードとして設定する、
　ことを特徴とするモード設定方法。
【請求項８】
　前記動作モードを指定するコマンドの受信に基づいて、前記第１のモード、前記第２の
モード、前記入力手段における入力を送信しない第３のモードのいずれかを前記動作モー
ドとして設定することを特徴とする請求項７記載のモード設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、入力に応じて画面表示を操作する遠隔操作技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、近年では、テレビジョン放送のデジタル化が推進されてきている。例え
ば、日本国内においては、ＢＳ（broadcasting satellite）デジタル放送及び１１０度Ｃ
Ｓ（communication satellite）デジタル放送等の衛星デジタル放送だけでなく、地上デ
ジタル放送も開始されている。このような背景から、デジタルテレビジョン放送受信装置
の高機能化、多機能化が進んできる。
【０００３】
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　例えば、放送受信装置は、ネットワークを介して外部機器と接続されている。ユーザは
、放送受信装置にリモートコントローラを用いて操作を入力することで外部機器に対して
連動操作できる。さらに、ユーザは、放送受信装置でインターネットを利用することもで
きる。この場合、ユーザは、リモートコントローラを用いて放送受信装置にポインタの移
動及び文字入力する。
【０００４】
　またユーザは、放送受信装置に表示されたＥＰＧ（Electric Program Guide）画面を参
照して、リモートコントローラを用いて録画予約または視聴番組を選択できる。放送受信
装置の高機能化、多機能化に伴い、リモートコントローラも多機能化が求められている。
【０００５】
　特許文献１には、トラックパッド部で指の移動によって取得した位置情報に基づいて、
操作パネル上のフォーカスの移動を入力するリモートコントローラについて開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－３４８３７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の構成では、画面上でトラックパッド部による操作が有効か
無効かに関係なく、ユーザが無意識にトラックパッド部を指で触る場合であってもリモー
トコントローラはＴＶ装置にデータを送信する。したがって、リモートコントローラにお
ける消費電力が増大する。
【０００８】
　さらに、リモートコントローラに静電式のタッチパッドを搭載した場合、リモートコン
トローラは、タッチパッドの起動及びタッチパッドによる入力の検出に比べて、データの
送受信に非常に多くの電力を消費する。タッチパッドは通常リモートコントローラの前面
側に設けられているので、ユーザが無意識状態でタッチパッドを操作する場合がある。し
たがって、リモートコントローラにおける消費電力の抑制は困難である。
【０００９】
　そこで、この発明は、ユーザに意識させずに動作モードを切り替えることで消費電力を
抑制する遠隔制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る遠隔制御装置は、ジェスチャーパターンを読み取る第１の入力手段と、ア
プリケーションの起動を入力する第２の入力手段と、前記ジェスチャーパターンの情報の
送信及びコマンドを送受信する送受信手段と、前記第２の入力手段により特定のアプリケ
ーションの起動が入力された場合、前記第１の入力手段を起動し、前記第１の入力手段で
タッチオンされた後に前記特定のアプリケーション起動時における動作モードの指定を要
求するコマンドを送信し、前記動作モードを指定するコマンドの受信に基づいて前記動作
モードを設定する制御手段とを有する。
【発明の効果】
【００１１】
　上記した発明によれば、ユーザに意識させずに動作モードを切り替えることで消費電力
を抑制する遠隔制御装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態に係るデジタルテレビジョン放送受信装置の概略構成を示すブロック図
。
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【図２】実施形態に係るリモートコントローラの外観図。
【図３】実施形態に係るリモートコントローラの概略構成を示すブロック図。
【図４】実施形態に係るリモートコントローラのタッチパッド上での操作例を示す図。
【図５】実施形態に係るリモートコントローラにおける各モードの信号波形を示す図。
【図６】実施形態に係るリモートコントローラにおけるモード設定を説明するフローチャ
ート。
【図７】実施形態に係るリンク機能の選択画面を示す図。
【図８】実施形態に係るリンク機能を起動してマルチサムネイル表示した状態の画面図。
【図９】実施形態に係る手書き文字入力画面を示す図。
【図１０】実施形態に係るインターネット機能の選択画面を示す図。
【図１１】実施形態に係るインターネット機能を起動してブラウザ表示した状態の画面図
。
【図１２】実施形態に係る過去番組表を示す画面図。
【図１３】実施形態に係るデータ放送画面を示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照し、本実施形態について説明する。図１は、本実施形態に係るデジタ
ルテレビジョン放送受信装置１の概略構成を示すブロック図である。すなわち、ＢＳ／Ｃ
Ｓデジタル放送受信用のアンテナで受信した衛星デジタルテレビジョン放送信号は、入力
端子１１を介して衛星デジタル放送チューナ１２に供給される。衛星デジタル放送チュー
ナ１２は、所望のチャンネルの放送信号を選局する。
【００１４】
　そして、衛星デジタル放送チューナ１２で選局された放送信号は、ＰＳＫ（phase shif
t keying）復調モジュール１３に供給されて、デジタルの映像信号及び音声信号に復調さ
れた後、信号処理モジュール１４に出力される。
【００１５】
　また、地上波放送受信用のアンテナ１５で受信した地上デジタルテレビジョン放送信号
は、入力端子１６を介して視聴用地上デジタル放送チューナ１７に供給される。視聴用地
上デジタル放送チューナ１７は、ユーザが所望するチャンネルの放送信号を切り替えて選
局する。視聴用地上デジタル放送チューナ１７で選局された放送信号は、ＯＦＤＭ（orth
ogonal frequency division multiplexing）復調モジュール１８に供給されて、デジタル
の映像信号及び音声信号に復調された後、上記信号処理モジュール１４に出力される。
【００１６】
　第１の録画用地上デジタル放送チューナ１９で選局された放送信号は、ＯＦＤＭ復調モ
ジュール２０に供給されて、デジタルの映像信号及び音声信号に復調された後、上記信号
処理モジュール１４に出力される。
【００１７】
　第２の録画用地上デジタル放送チューナ２１とＯＦＤＭ復調モジュール２２の組、第３
の録画用地上デジタル放送チューナ２３とＯＦＤＭ復調モジュール２４の組、第４の録画
用地上デジタル放送チューナ２５とＯＦＤＭ復調モジュール２６の組、第５の録画用地上
デジタル放送チューナ２７とＯＦＤＭ復調モジュール２８の組、第６の録画用地上デジタ
ル放送チューナ２９とＯＦＤＭ復調モジュール３０の組、第７の録画用地上デジタル放送
チューナ３１とＯＦＤＭ復調モジュール３２の組、第８の録画用地上デジタ放送チューナ
３３とＯＦＤＭ復調モジュール３４の組についても同様である。
【００１８】
　本実施形態では、デジタルテレビジョン放送受信装置１が、録画用地上デジタル放送チ
ューナを８つ備えるケースについて説明するが、録画用地上デジタル放送チューナを７つ
以下または９以上備える構成としてもよい。
【００１９】
　上記信号処理モジュール１４は、ＰＳＫ復調モジュール１３、ＯＦＤＭ復調モジュール
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１８、２０、２２、２４、２６、２８、３０、３２、３４からそれぞれ供給されたデジタ
ルの映像信号及び音声信号に対して、選択的に所定のデジタル信号処理を施し、グラフィ
ック処理モジュール３６及び音声処理モジュール３９に出力している。
【００２０】
　このうち、グラフィック処理モジュール３６は、信号処理モジュール１４から供給され
るデジタルの映像信号に、ＯＳＤ（on screen display）信号生成モジュール３７で生成
されるＯＳＤ信号を重畳して出力する機能を有する。このグラフィック処理モジュール３
６は、信号処理モジュール１４の出力映像信号と、ＯＳＤ信号生成モジュール３７の出力
ＯＳＤ信号とを選択的に出力すること、また、両出力をそれぞれ画面の半分を構成するよ
うに組み合わせて出力することができる。
【００２１】
　グラフィック処理モジュール３６から出力されたデジタルの映像信号は、映像処理モジ
ュール３８に供給される。映像処理モジュール３８により処理された映像信号は、映像表
示器６１に供給され、また出力端子４１にも供給される。映像表示器６１は、映像信号に
基づく映像を表示し、出力端子４１に対して外部機器が接続されると、出力端子４１に供
給された映像信号は、外部機器へ入力される。
【００２２】
　また、上記音声処理モジュール３９は、入力されたデジタルの音声信号を、前記スピー
カ６２で再生可能なフォーマットのアナログ音声信号に変換した後、スピーカ６２に出力
して音声再生させるとともに、出力端子４０を介して外部に導出させる。
【００２３】
　ここで、このデジタルテレビジョン受像機１は、上記した各種の受信動作を含むその全
ての動作を制御モジュール４２によって統括的に制御されている。この制御モジュール４
２は、ＣＰＵ（central processing unit）等を内蔵しており、前記操作モジュール６３
からの操作情報、または、リモートコントローラ１０から送出され受光モジュール６５を
介して受信した操作情報を受けて、その操作内容が反映されるように各モジュールをそれ
ぞれ制御している。
【００２４】
　制御モジュール４２は、主として、そのＣＰＵが実行する制御プログラムを格納したＲ
ＯＭ（read only memory）４３と、該ＣＰＵに作業エリアを提供するＲＡＭ（random acc
ess memory）４４と、各種の設定情報及び制御情報等が格納される不揮発性メモリ４５と
を利用している。
【００２５】
　信号処理モジュール１４には、内蔵ＨＤＤ（hard disk drive）４６が接続されている
。内蔵ＨＤＤ４６は、第１の録画用地上デジタル放送チューナ１９から第８の録画用地上
デジタル放送チューナ３３それぞれで選局した放送信号の番組の映像信号及び音声信号を
同時に記憶する。この動作をマルチチャンネル同時録画と称す。制御モジュール４２は、
予め設定されたチャンネル、曜日、時刻に基づいて、マルチチャンネル同時録画を実行す
る。本実施形態では、デジタルテレビジョン放送受信装置１が、内蔵ＨＤＤを１つ備える
ケースについて説明するが、内蔵ＨＤＤを２つ以上備える構成としてもよい。
【００２６】
　本実施形態では、視聴用地上デジタル放送チューナ１７は、ユーザがリモートコントロ
ーラ１０を用いて視聴したいチャンネルを選択した場合、対応するチャンネルに切り替え
て放送信号を選局する。映像表示器６１は、その放送信号に基づいて番組の映像を表示す
る。
【００２７】
　第１の録画用地上デジタル放送チューナ１９から第８の録画用地上デジタル放送チュー
ナ３３それぞれは、ユーザがリモートコントローラ１０を用いて指定したチャンネルに対
応するチャンネルの放送信号を常に選局するように設定されている。第１の録画用地上デ
ジタル放送チューナ１９から第８の録画用地上デジタル放送チューナ３３それぞれは、録
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画用のチューナとして用いられる。
【００２８】
　また、制御モジュール４２は、ＨＤＭＩ（high definition multimedia interface） 
Ｉ／Ｆ４８を介してＨＤＭＩ端子６６に接続されている。これにより、制御モジュール４
２は、ＨＤＭＩ端子６６に接続された外部機器と情報伝送することができる。
【００２９】
　また、制御モジュール４２は、通信Ｉ／Ｆ４９を介してＬＡＮ(local area network)端
子６７に接続されている。これにより、制御モジュール４２は、ＬＡＮ端子６７に接続さ
れたネットワークから通信Ｉ／Ｆ４９を介して情報伝送することができる。
【００３０】
　また、制御モジュール４２は、ＵＳＢ（universal serial bus） Ｉ／Ｆ５０を介して
ＵＳＢ端子６８に接続されている。これにより、制御モジュール４２は、ＵＳＢ端子６８
に接続された外部機器と情報伝送することができる。
【００３１】
　図２はリモートコントローラ１０の外観を示す図である。リモートコントローラ１０は
、主として、タッチパッド１０ａ、決定キー１０ｂ、チャンネルキー１０ｃ、リンクキー
１０ｄ、ブロードバンドキー１０ｅ、タイムシフトキー１０ｆ、番組表キー１０ｇ、デー
タキー１０ｈが設けられている。
【００３２】
　タッチパッド１０ａは、後述するジェスチャーパターンの入力に用いられる。ユーザは
、タッチパッド１０ａを指でなぞることでジェスチャーパターンを入力する。タッチパッ
ド１０ａは、通常の使用状態における上下左右側の４箇所がそれぞれ方向キーとなってい
る。方向移動キーは、タッチパッド１０ａの領域内に設けられている。決定キー１０ｂは
、決定選択に用いられる。チャンネルキー１０ｃは、例えば視聴用地上デジタル放送チュ
ーナ１７で選局する放送信号のチャンネルの選択に用いられる。リンクキー１０ｄは、内
蔵ＨＤＤ４６またはデジタルテレビジョン放送受信装置１と接続された外部機器からのデ
ータの読み出し等の連動操作の選択に用いられる。ブロードバンドキー１０ｅは、インタ
ーネットへのアクセス選択に用いられる。タイムシフトキー１０ｆは、内蔵ＨＤＤ４６ま
たはデジタルテレビジョン放送受信装置１と接続されたＨＤＤなどの記憶装置に記憶され
ている録画番組に対応する過去番組表の表示選択に用いられる。番組表キー１０ｇは、現
在または未来の番組表であるＥＰＧ(electric program guide)画面の表示選択に用いられ
る。データキー１０ｈは、データ放送または衛星デジタルラジオ放送の選択に用いられる
。
【００３３】
　ユーザは、所定のキーを押下することでリモートコントローラ１０をデジタルテレビジ
ョン放送受信装置１に対して初期登録することができる。ユーザは、所定のキーを押下す
ることでリモートコントローラ１０の呼び出し機能を設定できる。呼び出し機能は、ユー
ザがリモートコントローラ１０を見つけられない場合、デジタルテレビジョン放送受信装
置１の操作モジュール６３の所定のキーを押下すると、リモートコントローラ１０でブザ
ーを鳴らす機能である。また、ユーザは、所定のキーを押下することでタッチパッド１０
ａにおける指でなぞる動作の速度を設定できる。さらに、ユーザは、所定のキーを押下す
ることでタッチパッド１０ａの動作オン／オフを設定できる。
【００３４】
　図３はリモートコントローラ１０の概略構成を示すブロック図である。リモートコント
ローラ１０は、タッチパッド１０ａ、制御モジュール１０１、メモリ１０２、カウンタ１
０３、送受信モジュール１０４を有する。
【００３５】
　タッチパッド１０ａは、ユーザがタッチパッド１０ａを指でなぞってジェスチャーパタ
ーンを指令した場合、そのジェスチャーパターンを読み取る。制御モジュール１０１は、
ユーザがタッチパッド１０ａをなぞったジェスチャーパターンの軌跡情報をタッチパッド
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データとして取得する。制御モジュール１０１は、後述するように、リモートコントロー
ラ１０における動作モード設定を制御する。
【００３６】
　メモリ１０２は、決定キー１０ｂなどの各種キーに対応するコマンドを記憶している。
制御モジュール１０１は、各種キーの押下に基づいてメモリ１０２から対応するコマンド
を取得する。カウンタ１０３は、時間をカウントする。送受信モジュール１０４は、タッ
チパッド１０ａでジェスチャーパターンが入力された場合、タッチパッドデータの信号を
例えば赤外線を用いてデジタルテレビジョン放送受信装置１に送信する。また、送信モジ
ュール１０４は、各種キーが押下された場合、対応するコマンドの信号をデジタルテレビ
ジョン放送受信装置１に送信する。さらに、送受信モジュール１０４は、デジタルテレビ
ジョン放送受信装置１から送信される信号を受信する。
【００３７】
　図４は、タッチパッド１０ａにおけるジェスチャーパターンの一例を示す図である。は
じめに、カーソルの移動のジェスチャーパターンについて説明する。ユーザは、例えば映
像表示器６１の画面上でカーソルを上方向に移動させたい場合、タッチパッド１０ａを決
定キー１０ｂの位置から上方向になぞる。リモートコントローラ１０は、タッチパッドデ
ータをデジタルテレビジョン放送受信装置１に出力する。デジタルテレビジョン放送受信
装置１の制御モジュール４２は、カーソルを上方に移動して映像表示器６１に表示制御す
る。下、左、右、右上、右下、左上、左下方向へのカーソルの移動についても同様である
。
【００３８】
　次に、上下ページ切換のジェスチャーパターンについて説明する。ユーザは、例えば映
像表示器６１に表示されたページを１つ上のページに切り換えたい場合、タッチパッド１
０ａの決定キー１０ｂを通らず、左下の位置から左上の位置に向かう方向または右下の位
置から右上の位置に向かう方向になぞる。リモートコントローラ１０は、タッチパッドデ
ータをデジタルテレビジョン放送受信装置１に出力する。デジタルテレビジョン放送受信
装置１の制御モジュール４２は、ページを上方向に切り換えて映像表示器６１に表示制御
する。ユーザは、ページを１つ下のページに切換えたい場合、タッチパッド１０ａの決定
キー１０ｂを通らず、左上の位置から左下の位置に向かう方向または右上の位置から右下
の位置に向かう方向になぞる。
【００３９】
　次に、左右ページ切換のジェスチャーパターンについて説明する。ユーザは、例えば映
像表示器６１に表示されたページを１つ左のページに切り換えたい場合、タッチパッド１
０ａの決定キー１０ｂを通らず、右上の位置から左上の位置に向かう方向または右下の位
置から左下の位置に向かう方向になぞる。ユーザは、ページを１つ右のページに切換えた
い場合、タッチパッド１０ａの決定キー１０ｂを通らず、左上の位置から右上の位置に向
かう方向または左下の位置から右下の位置に向かう方向になぞる。
【００４０】
　次に、ワンタッチリプレイ／スキップのジェスチャーパターンについて説明する。ユー
ザは、例えば映像表示器６１で表示された再生した録画番組をリプレイしたい場合、タッ
チパッド１０ａの左側の破線部分の表面を押さずに２回続けて軽くたたく（ダブルタップ
）。ユーザは、例えば映像表示器６１で表示された再生した録画番組をスキップしたい場
合、タッチパッド１０ａの右側の破線部分の表面を押さずに２回続けて軽くたたく。
【００４１】
　次に、リモートコントローラ１０における動作モードの設定について説明する。図５は
、各モードの信号波形を示す図である。制御モジュール１０１は、タッチパッド１０ａの
動作モードをモード０、モード１、モード２のうちいずれかに切り換える。モード０は、
停止モードである。タッチパッド１０ａは動作を停止しているため、ユーザがモード０と
設定されたタッチパッド１０ａでジェスチャーパターンを入力しても、タッチパッドデー
タを読み取らない。したがって、リモートコントローラ１０は、タッチパッドデータをデ
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ジタルテレビジョン放送受信装置１へ送信しない。
【００４２】
　モード１は、フルモードである。図５に示すように、ユーザがモード１と設定されたタ
ッチパッド１０ａでジェスチャーパターンを入力すると、タッチパッド１０ａはタッチパ
ッドデータを読み取る。リモートコントローラ１０は、タッチオンからタッチオフまでの
間のタッチパッドデータを連続してデジタルテレビジョン放送受信装置１へ送信する。
【００４３】
　モード２は、エッジモードである。図５に示すように、ユーザがモード２と設定された
タッチパッド１０ａでジェスチャーパターンを入力すると、タッチパッド１０ａはタッチ
パッドデータを読み取る。リモートコントローラ１０は、リモートコントローラ１０に動
作モードとしてモード２が設定された後、最初のタッチオンから一定の連続時間だけタッ
チパッドデータを連続してデジタルテレビジョン放送受信装置１へ送信する。この連続時
間を起動時連続時間と称す。制御モジュール１０１は、リモートコントローラ１０に動作
モードが設定された後、起動時連続時間経過後タッチオフまでの間、送受信モジュール１
０４を介したタッチパッドデータの送信動作をスリープ状態とする。
【００４４】
　制御モジュール１０１は、モード１またはモード２の状態でタッチオフから一定時間内
にタッチオンされないとスリープ状態となる。制御モジュール１０１は、モード１または
モード２をタッチパッド１０ａに設定した後、スリープ状態以外はアクティブ状態である
。制御モジュール１０１は、モード１またはモード２をタッチパッド１０ａに設定した後
、カウンタ１０３で予め設定された動作モードの継続時間としてアクティブ状態（マイコ
ンアクティブ状態）の時間をカウントする。この継続時間を起動時継続時間と称す。制御
モジュール１０１は、送受信モジュール１０４を介したタッチパッドデータの送信動作を
アクティブ状態の間は継続する。
【００４５】
　次に、リモートコントローラ１０におけるモード設定について説明する。図５は、モー
ド設定を示すフローチャートである。リモートコントローラ１０は、通常はモード０に設
定されている。
【００４６】
　はじめに、制御モジュール１０１は、特定キーが押下されたか否かを判断する（ステッ
プＳ１０１）。特定キーとは、例えば、リンクキー１０ｄ、ブロードバンドキー１０ｅ、
タイムシフトキー１０ｆ、番組表キー１０ｇ、データキー１０ｈである。特定キーは、上
記説明したタッチパッド１０ａにおける入力を必要とするアプリケーションの起動をデジ
タルテレビジョン放送受信装置１に要求するキーであればこれに限られない。また、特定
キーの押下以外であっても、ユーザが映像表示器６１に表示されたメニュー画面上でアプ
リケーションの起動を選択した場合も同様である。
【００４７】
　制御モジュール１０１が特定キーは押下されていない判断した場合、つまり、例えばチ
ャンネルキー１０ｃが押下されたと判断した場合（ステップＳ１０１、ＮＯ）、制御モジ
ュール１０１は、リモートコントローラ１０における動作モード設定を終了する。
【００４８】
　制御モジュール１０１が特定キーは押下されたと判断した場合（ステップＳ１０１、Ｙ
ＥＳ）、制御モジュール１０１は、タッチパッド１０ａを起動する（ステップＳ１０２）
。このとき、制御モジュール１０１は、リモートコントローラ１０における初期動作モー
ドをモード２に設定する。制御モジュール１０１は、例えば、起動時連続時間を４秒、起
動時継続時間を１０秒とするモード２を設定する。また、カウンタ１０３は、起動時連続
時間及び起動時継続時間をカウントする。リモートコントローラ１０の動作モードがモー
ド２と設定されている起動時継続時間中、タッチパッド１０ａは起動状態である。
【００４９】
　このとき、デジタルテレビジョン放送受信装置１では、制御モジュール４２は、リモー
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トコントローラ１０で押下されたキーに対応するアプリケーションを起動して映像表示器
６１に表示制御する。
【００５０】
　制御モジュール１０１は、モード２の起動時継続時間経過後、送受信モジュール１０４
を介して、デジタルテレビジョン放送受信装置１で起動中のアプリケーションにおけるリ
モートコントローラ１０の動作モードの指定を要求するコマンドをデジタルテレビジョン
放送受信装置１に送信する（ステップＳ１０３）。その後、制御モジュール１０１は、リ
モートコントローラ１０を受信モードに移行する（ステップＳ１０４）。制御モジュール
１０１は、送受信モジュール１０４を介したデジタルテレビジョン放送受信装置１からの
動作モードの指定コマンドの受信を待機する。つまり、制御モジュール１０１は、送受信
モジュール１０４を介したタッチパッドデータの送信動作をスリープ状態とする。受信モ
ード中はユーザにとって待ち時間なので短い時間である方が望ましい。例えば、受信モー
ドの時間は５００ｍ秒である。カウンタ１０３は、受信モードに移行した後から受信モー
ドの時間をカウントする。
【００５１】
　次に、制御モジュール１０１は、受信モード中にデジタルテレビジョン放送受信装置１
から送信された動作モードの指定コマンドを受信したか否かを判断する（ステップＳ１０
５）。制御モジュール１０１が動作モードの指定コマンドを受信していないと判断した場
合（ステップＳ１０５、ＮＯ）、制御モジュール１０１は、送受信モジュール１０４を介
して動作モードの指定コマンドを受信していない旨の確認信号をデジタルテレビジョン放
送受信装置１に送信する（ステップＳ１０６）。リモートコントローラ１０が動作モード
の指定コマンドを受信できない場合とは、例えば、ユーザがリモートコントローラ１０を
用いてデジタルテレビジョン放送受信装置１で起動しているアプリケーションの終了を選
択した場合である。そのため、制御モジュール１０１は、リモートコントローラ１０にお
ける動作モードをモード０に設定して終了する。
【００５２】
　制御モジュール１０１が動作モードの指定コマンドを受信したと判断した場合（ステッ
プＳ１０５、ＹＥＳ）、制御モジュール１０１は、リモートコントローラ１０における動
作モードを動作モードの指定コマンドに応じて移行する（ステップＳ１０７）。制御モジ
ュール１０１は、送受信モジュール１０４を介してリモートコントローラ１０における動
作モードを移行した旨の確認信号をデジタルテレビジョン放送受信装置１に送信する（ス
テップＳ１０８）。
【００５３】
　次に、制御モジュール１０１は、リモートコントローラ１０における動作モードがモー
ド０に移行したか否かを判断する（ステップＳ１０９）。制御モジュール１０１が動作モ
ードはモード０に移行したと判断した場合（ステップＳ１０９、ＹＥＳ）、制御モジュー
ル１０１は、リモートコントローラ１０における動作モード設定を終了する。
【００５４】
　制御モジュール１０１が動作モードはモード０に移行していないと判断した場合、つま
り、モード１またはモード２に移行したと判断した場合（ステップＳ１０９、ＮＯ）、制
御モジュール１０１は、モード１またはモード２の継続時間経過後、送受信モジュール１
０４を介して、リモートコントローラ１０の動作モードの指定を要求するコマンドをデジ
タルテレビジョン放送受信装置１に送信する（ステップＳ１１０）。リモートコントロー
ラ１０の動作モードがモード１またはモード２と設定されている継続時間中、タッチパッ
ド１０ａは起動状態である。モード２における最初のタッチオンからの一定の連続時間は
アプリケーション毎、操作毎で異なる。さらに、モード１及びモード２の継続時間もアプ
リケーション毎で異なる。カウンタ１０３は、連続時間及び継続時間をカウントする。
【００５５】
　その後、制御モジュール１０１は、ステップＳ１０４に戻ってリモートコントローラ１
０を受信モードに移行する。
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【００５６】
　次に、ユーザがリモートコントローラ１０の特定キーとしてリンクキー１０ｄ、ブロー
ドバンドキー１０ｅ、タイムシフトキー１０ｆ、番組表キー１０ｇ、データキー１０ｈそ
れぞれを押下した場合におけるリモートコントローラ１０における動作モード設定につい
て説明する。
【００５７】
　まず、ユーザがリモートコントローラ１０のリンクキー１０ｄを押下した場合について
説明する。図７は、デジタルテレビジョン放送受信装置１の映像表示器６１に表示された
リンクメニューの画面図である。映像表示器６１にはリンクメニューとして録画番組再生
／ダビング、動画再生、写真再生、予約確認、音楽再生、ＨＤＭＩ連動機器操作が表示さ
れている。
【００５８】
　録画番組再生／ダビングメニューは、内蔵ＨＤＤ４６またはＵＳＢ端子６８に接続され
た記録装置に記憶されている録画番組の再生またはダビングを設定するメニューである。
動画再生メニューは、ＬＡＮ端子６７を介してネットワーク上の各種サーバの動画コンテ
ンツの視聴を設定するメニューである。写真再生メニューは、内蔵ＨＤＤ４６、ＵＳＢ端
子６８に接続された記録装置、メモリーカード、ＬＡＮ端子６７を介してネットワーク上
の各種サーバ、に記憶された写真の表示を設定するメニューである。予約確認メニューは
、内蔵ＨＤＤ４６またはＵＳＢ端子６８に接続された記録装置に対して設定された番組の
録画予約の確認または削除を設定するメニューである。音楽再生メニューは、ＬＡＮ端子
６７を介してネットワーク上の各種サーバの音楽コンテンツの視聴を設定するメニューで
ある。ＨＤＭＩ連動機器操作メニューは、ＨＤＭＩ端子６６を介して連動操作可能な外部
機器に対して操作するメニューである。
【００５９】
　このリンクメニュー画面では、ユーザはタッチパッド１０ａにおけるジェスチャーパタ
ーンとして例えば以下の操作を入力することができる。例えば、録画番組再生／ダビング
メニューでは、録画リストでのページ切換、録画番組のワンタッチスキップである。予約
確認メニューでは、予約リストのページ切換である。動画再生メニューでは、動画リスト
のページ切換、動画再生のワンタッチスキップである。写真再生メニューでは、写真リス
トのページ切換である。音楽再生メニューでは、音楽リストのページ切換、音楽再生のワ
ンタッチスキップである。
【００６０】
　図８は、録画番組を映像表示器６１にマルチサムネイル表示した画面図である。ユーザ
がリモートコントローラ１０を用いて録画番組再生／ダビングメニューを選択すると、制
御モジュール４２は、選択された機器に記憶されている録画番組を映像表示器６１にマル
チサムネイル表示する。ユーザが図４のカーソル移動に示したジェスチャーパターンでタ
ッチパッド１０ａを指でなぞると、カーソルはマルチサムネイル表示画面上で８方向に移
動する。
【００６１】
　図９は、手書き文字入力画面を示す図である。制御モジュール４２は、リンクメニュー
上で文字入力を要求する場合、映像表示器６１に文字入力画面を表示制御する。文字入力
画面には、タッチパッド１０ａと対応するタッチパッド画面が表示されている。ユーザが
タッチパッド１０ａを指でなぞって手書きで文字入力すると、制御モジュール４２は文字
入力画面上のタッチパッド画面にもタッチパッド１０ａ上の指の軌跡と同じ軌跡を表示制
御する。制御モジュール４２はユーザがタッチパッド１０ａ上で文字を１文字入力する毎
に文字入力画面上に変換候補を列挙して表示制御する。
【００６２】
　以上のように、ユーザがタッチパッド１０ａ上で手書きで文字入力する場合、タッチオ
ンしてから１回の入力を完了するまでに時間を要する。一方、ユーザがタッチパッド１０
ａ上でカーソル移動またはコマンド入力する場合、タッチオンしてから１回の入力を完了
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するまでに手書きで文字入力する場合に比べて時間を要しない。
【００６３】
　したがって、リンクキー１０ｄが押下された場合、制御モジュール１０１は、図６のス
テップＳ１０２でリモートコントローラ１０における初期動作モードとして起動時連続時
間４秒、起動時継続時間１０秒のモード２と設定する。さらに、制御モジュール４２は、
リンクメニューのアプリケーションを起動した場合、ステップＳ１０７で文字入力時は動
作モードとして連続時間４秒、継続時間１分のモード２と指定するコマンドをリモートコ
ントローラ１０に送信する。制御モジュール４２は、文字入力時以外は動作モードとして
文字入力時よりも短い連続時間１秒、継続時間１分のモード２と指定するコマンドをリモ
ートコントローラ１０に送信する。
【００６４】
　つまり、映像表示器６１に文字入力画面が表示されている場合、制御モジュール１０１
は、モード２で連続時間を４秒と設定されていれば、ユーザによるタッチパッド１０ａ上
で入力された文字入力のタッチパッドデータを確実にデジタルテレビジョン放送受信装置
１に送信することができる。一方、映像表示器６１に文字入力画面以外の画面が表示され
ている場合、制御モジュール１０１は、モード２で連続時間を１秒と設定されていても、
ユーザによるタッチパッド１０ａ上で入力されたカーソル移動またはコマンド入力のタッ
チパッドデータを確実にデジタルテレビジョン放送受信装置１に送信することができる。
【００６５】
　次に、ユーザがリモートコントローラ１０のブロードバンドキー１０ｅを押下した場合
について説明する。図１０は、デジタルテレビジョン放送受信装置１の映像表示器６１に
表示されたブロードバンドメニューの画面図である。映像表示器６１にはブロードバンド
メニューとしてサイトＡからサイトＥまでが表示されている。ブロードバンドメニューは
、検索サイト、動画サイトなどである。
【００６６】
　このブロードバンドメニュー画面では、ユーザはタッチパッド１０ａにおけるジェスチ
ャーパターンとして例えば、ブラウザのフリーポインタの移動、ブラウザのページ切換、
動画サイトにおけるワンタッチスキップ、手書きの文字入力をすることができる。
【００６７】
　図１１は、映像表示器６１に検索サイトを表示した画面図である。ユーザがリモートコ
ントローラ１０を用いて例えばサイトＡを選択すると、制御モジュール４２は、ＬＡＮ端
子６７を介してインターネットにアクセスして検索サイトを映像表示器６１にブラウザ表
示制御する。ユーザが図４のカーソル移動に示したジェスチャーパターンでタッチパッド
１０ａを指でなぞると、フリーポインタはブラウザ表示画面上を８方向に移動する。ユー
ザが図４の上下ページ切換に示したジェスチャーパターンでタッチパッド１０ａを指でな
ぞると、ブラウザ表示画面は上下方向にスクロールする。
【００６８】
　以上のように、ユーザがタッチパッド１０ａ上でブラウザ表示時に操作する場合及び手
書きで文字入力する場合、タッチオンしてから１回の入力を完了するまでに時間を要する
。一方、ユーザがタッチパッド１０ａ上でカーソル移動またはコマンド入力する場合、タ
ッチオンしてから１回の入力を完了するまでにブラウザ表示画面時に操作する場合及び手
書きで文字入力する場合に比べて時間を要しない。
【００６９】
　したがって、ブロードバンドキー１０ｅが押下された場合、制御モジュール１０１は、
図６のステップＳ１０２でリモートコントローラ１０における初期動作モードとして起動
時連続時間４秒、起動時継続時間１０秒のモード２と設定する。さらに、御モジュール４
２は、ブロードバンドメニューのアプリケーションを起動した場合、ステップＳ１０７で
ブラウザ表示時及び文字入力時は動作モードとして継続時間１０分のモード１と指定する
コマンドをリモートコントローラ１０に送信する。制御モジュール４２は、ブラウザ表示
時及び文字入力時以外は動作モードとして連続時間１秒、継続時間１０分のモード２と指
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定するコマンドをリモートコントローラ１０に送信する。
【００７０】
　つまり、映像表示器６１にブラウザ表示画面及び文字入力画面が表示されている場合、
制御モジュール１０１は、モード２ではなくモード１で設定されているため、ユーザによ
るタッチパッド１０ａ上の入力に時間を要する場合であっても、タッチパッドデータを確
実にデジタルテレビジョン放送受信装置１に送信することができる。一方、映像表示器６
１にブラウザ表示画面及び文字入力画面以外の画面が表示されている場合、制御モジュー
ル１０１は、モード２で連続時間を１秒と設定されていても、ユーザによるタッチパッド
１０ａ上での入力に時間を要さないため、タッチパッドデータを確実にデジタルテレビジ
ョン放送受信装置１に送信することができる。
【００７１】
　ブロードバンドメニューのアプリケーションを起動した場合、ユーザがブロードバンド
メニュー上で長時間操作すると想定されるため、制御モジュール４２は、継続時間を１０
分と長く設定したモード２と指定するコマンドをリモートコントローラ１０に送信してい
る。継続時間が長く設定されていれば、リモートコントローラ１０はこの継続時間中は動
作モードの指定を要求するコマンドの送信、動作モードの指定コマンドの受信、受信モー
ド設定をする必要がない。したがって、消費電力の削減及びユーザの利便性の点で効果的
である。
【００７２】
　次に、ユーザがリモートコントローラ１０のタイムシフトキー１０ｆを押下した場合に
ついて説明する。図１２は、デジタルテレビジョン放送受信装置１の映像表示器６１に表
示された過去番組表の画面図である。過去番組表は、マルチチャンネル同時録画によって
内蔵ＨＤＤ４６または外部の記憶装置に記憶されている録画番組をチャンネル毎、時間帯
毎に一覧表示している。
【００７３】
　この過去番組表画面では、ユーザはタッチパッド１０ａにおけるジェスチャーパターン
として例えば、過去番組欄間のカーソル移動、過去番組表のページ切換、録画番組のワン
タッチスキップをすることができる。
【００７４】
　ユーザが図４のカーソル移動に示したジェスチャーパターンでタッチパッド１０ａを指
でなぞると、カーソルは過去番組表画面上の過去番組欄間を８方向に移動する。ユーザが
図４の上下ページ切換または左右ページ切換に示したジェスチャーパターンでタッチパッ
ド１０ａを指でなぞると、ブラウザ表示画面は上下方向または左右方向にスクロールする
。
【００７５】
　以上のように、ユーザがタッチパッド１０ａ上で過去番組表におけるカーソル移動を操
作する場合、タッチオンしてから１回の入力を完了するまでに時間を要する。一方、ユー
ザがタッチパッド１０ａ上で過去番組表におけるカーソル移動を操作する場合、タッチオ
ンしてから１回の入力を完了するまでにカーソル移動を操作する場合に比べて時間を要し
ない。
【００７６】
　したがって、タイムシフトキー１０ｆが押下された場合、制御モジュール１０１は、図
６のステップＳ１０２でリモートコントローラ１０における初期動作モードとして起動時
連続時間４秒、起動時継続時間１０秒のモード２と設定する。さらに、御モジュール４２
は、過去番組表のアプリケーションを起動した場合、ステップＳ１０７で過去番組表にお
けるカーソル移動時は動作モードとして連続時間４秒、継続時間１分のモード２と指定す
るコマンドをリモートコントローラ１０に送信する。制御モジュール４２は、過去番組表
におけるカーソル移動時以外は動作モードとして連続時間１秒、継続時間１分のモード２
と指定するコマンドをリモートコントローラ１０に送信する。
【００７７】
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　つまり、映像表示器６１に過去番組表が表示されている場合、制御モジュール１０１は
、過去番組表におけるカーソル移動かそれ以外で異なる連続時間で動作モードを設定して
いるため、タッチパッドデータを確実にデジタルテレビジョン放送受信装置１に送信する
ことができる。
【００７８】
　ここでは、ユーザがタイムシフトキー１０ｆを押下した場合について説明したが、番組
表キー１０を押下した場合も同様である。番組表キー１０ｇが押下された場合、制御モジ
ュール１０１は、図６のステップＳ１０２でリモートコントローラ１０における初期動作
モードとして起動時連続時間４秒、起動時継続時間１０秒のモード２と設定する。さらに
、御モジュール４２は、現在番組表のアプリケーションを起動した場合、ステップＳ１０
７で現在番組表におけるカーソル移動時は動作モードとして連続時間４秒、継続時間１分
のモード２と指定するコマンドをリモートコントローラ１０に送信する。制御モジュール
４２は、現在番組表におけるカーソル移動時以外は動作モードとして連続時間１秒、継続
時間１分のモード２と指定するコマンドをリモートコントローラ１０に送信する。
【００７９】
　次に、ユーザがリモートコントローラ１０のデータキー１０ｈを押下した場合について
説明する。図１３は、デジタルテレビジョン放送受信装置１の映像表示器６１に表示され
たデータ放送の画面図である。データ放送は、番組とは無関係の独立したデータ放送であ
っても、テレビ番組に関連したデータ放送であってもよい。ラジオ放送についても同様で
ある。
【００８０】
　このデータ放送画面では、ユーザはタッチパッド１０ａにおけるジェスチャーパターン
として例えば、リンク機器操作のワンタッチスキップ、データ放送の手書き文字入力する
ことができる。
【００８１】
　以上のように、ユーザがタッチパッド１０ａ上でデータ放送画面上で手書き文字入力す
る場合、タッチオンしてから１回の入力を完了するまでに時間を要する。一方、ユーザが
タッチパッド１０ａ上で手書き文字入力以外を操作する場合、タッチオンしてから１回の
入力を完了するまでにカーソル移動を操作する場合に比べて時間を要しない。
【００８２】
　したがって、タイムシフトキー１０ｆが押下された場合、制御モジュール１０１は、図
６のステップＳ１０２でリモートコントローラ１０における初期動作モードとして起動時
連続時間４秒、起動時継続時間１０秒のモード２と設定する。さらに、御モジュール４２
は、データ放送のアプリケーションを起動した場合、ステップＳ１０７で手書き文字入力
時は動作モードとして連続時間４秒、継続時間１分のモード２と指定するコマンドをリモ
ートコントローラ１０に送信する。制御モジュール４２は、手書き文字入力時以外は動作
モードとして連続時間１秒、継続時間１分のモード２と指定するコマンドをリモートコン
トローラ１０に送信する。
【００８３】
　つまり、映像表示器６１にデータ放送が表示されている場合、制御モジュール１０１は
、文字入力時かそれ以外で異なる連続時間で動作モードを設定しているため、タッチパッ
ドデータを確実にデジタルテレビジョン放送受信装置１に送信することができる。
【００８４】
　本実施形態によれば、ユーザが意識することなく、リモートコントローラ１０がデジタ
ルテレビジョン放送受信装置１とデータ通信するのみでアプリケーションに応じてタッチ
パッド１０ａに操作制限が加えられる。リモートコントローラ１０は、ユーザの意図しな
いタッチパッド１０ａ操作によるデータ通信を制限することが可能である。したがって、
リモートコントローラ１０とデジタルテレビジョン放送受信装置１との間における不必要
なデータ通信は削減する。さらに、リモートコントローラ１０は、アプリケーションを起
動してはじめて動作モードの指定を要求するため、任意のタイミングで定期的に動作モー
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ドの指定を要求する場合と異なり、データの通信回数が減り、消費電力を削減できる。　
本実施形態では、ユーザがタッチパッド１０ａを起動時に指で触ると、制御モジュール１
０１は指の軌跡に応じたタッチパッドデータの信号をデジタルテレビジョン放送受信装置
１に送信しているがこれに限られない。例えば、制御モジュール１０１は、ユーザがタッ
チパッド１０ａで図４に示すような予め決められたジェスチャーパターンを入力したと判
断した場合、入力されたジェスチャーパターンに対応するタッチパッドデータの信号をテ
レビジョン放送受信装置１に送信するようにしてもよい。この場合、リモートコントロー
ラ１０はテレビジョン放送受信装置１で起動しているアプリケーションの操作に関係のな
いタッチパッドデータの信号を送信することはない。したがって、ユーザによるリモート
コントローラ１０の操作性を低下させることなく、リモートコントローラ１０における消
費電力を削減できる。
【００８５】
　なお、本実施形態にかかるリモートコントローラ１０に近接センサーを設け、かかるセ
ンサーにて人間の指が近づけられたのを検出し、それをトリガーにしてパッドを起動させ
ることもできる。かかる構成によれば、人間の指がタッチパッド１０ａに近づくとタッチ
パッド１０ａが起動するため、その後のタッチパッド１０ａ操作による情報の読み取り漏
れを防ぐことができる。また、近接センサーを用いることにより、マイコンを起動もしく
は停止させ消費電力を抑えることができる。
【００８６】
　なお、この発明は上記した実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階で
はその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を種々変形して具体化することができる。また、
上記した実施の形態に開示されている複数の構成要素を適宜に組み合わせることにより、
種々の発明を形成することができる。例えば、実施の形態に示される全構成要素から幾つ
かの構成要素を削除しても良いものである。さらに、異なる実施の形態に係る構成要素を
適宜組み合わせても良いものである。
【００８７】
　以下に、原出願の分割直前の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００８８】
　［１］
　ジェスチャーパターンを読み取る第１の入力手段と、
　アプリケーションの起動を入力する第２の入力手段と、
　前記ジェスチャーパターンの情報の送信及びコマンドを送受信する送受信手段と、
　前記第２の入力手段により特定のアプリケーションの起動が入力された場合、前記第１
の入力手段を起動し、前記特定のアプリケーション起動時における動作モードの指定を要
求するコマンドを送信し、前記動作モードを指定するコマンドの受信に基づいて前記動作
モードを設定する制御手段と、
　を有し、
　前記制御手段は、前記第１の入力手段における入力を前記送受信手段を介して送信しな
い第１のモード、前記第１の入力手段におけるタッチオンからタッチオフまでの入力を前
記送受信手段を介して送信する第２のモード、前記第１の入力手段におけるタッチオンか
ら一定の連続時間の入力を前記送受信手段を介して送信する第３のモードのいずれかを前
記動作モードとして設定することを特徴とする遠隔制御装置。
【００８９】
　［２］
　前記制御手段は、前記動作モードを指定するコマンドに基づいて前記動作モードをアク
ティブ状態に継続する継続時間を設定することを特徴とする［１］記載の遠隔制御装置。
【００９０】
　［３］
　前記制御手段は、前記動作モードを指定するコマンドに基づいて、第１のアプリケーシ
ョンと第２のアプリケーションで異なる前記継続時間及び前記連続時間の少なくとも一方
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【００９１】
　［４］
　前記制御手段は、前記第１の入力手段の起動時に前記第３のモードを設定することを特
徴とする［２］記載の遠隔制御装置。
【００９２】
　［５］
　特定のアプリケーションの起動のコマンド及び前記特定のアプリケーション起動時にお
ける動作モードの指定を要求するコマンドを受信する受信手段と、
　前記特定のアプリケーションの起動のコマンドに基づいて前記特定のアプリケーション
の表示画面情報を出力する制御手段と、
　前記動作モードの指定を要求するコマンドに基づいて前記特定のアプリケーション起動
時における前記動作モードを第１のモード、第２のモード、第３のモードのいずれかに指
定するコマンドを送信する送信手段と、
　を有し、
　前記第１のモードは、ジェスチャーパターンを読み取る入力手段における入力を送信し
ないモードであり、
　前記第２のモードは、前記入力手段におけるタッチオンからタッチオフまでの入力を送
信するモードであり、
　前記第３のモードは、前記入力手段におけるタッチオンから一定の連続時間の入力を送
信するモードであることを特徴とする放送受信装置。
【００９３】
　［６］
　特定のアプリケーションの起動の入力に基づいてタッチパッドを起動し、
　前記特定のアプリケーション起動時における動作モードの指定を要求するコマンドを送
信し、
　前記動作モードを指定するコマンドを受信し、
　前記動作モードを指定するコマンドの受信に基づいて、前記タッチパッドにおける入力
を送信しない第１のモード、前記タッチパッドにおけるタッチオンからタッチオフまでの
入力を送信する第２のモード、前記タッチパッドにおけるタッチオンから一定の連続時間
の入力を送信する第３のモードのいずれかを前記動作モードとして設定する、
　ことを特徴とするモード設定方法。
【符号の説明】
【００９４】
　１…デジタルテレビジョン放送受信装置、１０…リモートコントローラ、１７ａ…タッ
チパッド、４２…制御モジュール、６１…映像表示器、１０１…制御モジュール、１０２
…メモリ、１０３…カウンタ、１０４…送受信モジュール。
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